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令和４年８⽉１６⽇
都市整備部都市計画課

令和４年度
第１回

安城市都市計画審議会
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第三次安城市都市計画マスタープランの中間⾒直し
について

１ 中間⾒直しのスケジュール

２ 成果指標の達成状況について

３ 「防災指針」について
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１ 中間⾒直しのスケジュール
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・諮問
・成果指標の達成状況について
・防災指針の概要
・⾒直し⽅針について（令和4年11⽉）
・防災指針について（令和4年11⽉）
・第9次安城市総合計画の策定と合わせた計画の⾒直しについて

（令和5年2⽉予定）
・素案の提示
・修正案提示及びパブリックコメントの実施
・パブリックコメントの結果と計画への反映
・答申
・議決（令和６年３⽉）

⾒直しのスケジュール

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度
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２ 成果指標の達成状況について
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第三次安城市都市計画マスタープランとは
都市計画マスタープランの中間評価

計画書P2
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20年、30年後を⾒据えた⼈⼝ビジョン
都市計画マスタープランの中間評価

計画書P15
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将来都市構造と⽴地適正化計画
都市計画マスタープランの中間評価

計画書P16 計画書P18
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安城市が目指すべき⼟地利⽤の基本的な考え⽅
都市計画マスタープランの中間評価
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⼟地利⽤構想
都市計画マスタープランの中間評価
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市⺠とともにつくりつかう協創のまちづくり戦略
都市計画マスタープランの中間評価
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最近の取組み

P.12

最近の取組み

・つかう.meet

・⼟地区画整理事業 ・公園整備
三河安城駅

桜井駅前

桜井駅⻄公園

姫⻄せせらぎ公園

南明治

都市計画マスタープランの中間評価

・つかう.meet異業種交流会
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中間⾒直しについて

おおむね20年、30年後を⾒据えつつ、
これから10年の視点に⽴った都市づくりの⽅針を定めている
5年おき（計画期間の中間年次、目標（最終）年次）に指標の達成状況を評価

P.13

中間年次平成30年
（2019年）

令和11年
（2029年）

令和5年
（2023年）第二次都市計画マスタープラン

約20年後を展望第三次都市計画マスタープラン

令和21年
（2039年）

都市計画マスタープランの中間評価
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都市づくりの視点
都市計画マスタープランの中間評価

計画書P5
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達成状況の評価指標

第三次都市計画マスタープランで定めている成果指標
①中間年次、目標年次に評価を⾏う“ 成果（アウトカム）指標”
②整備進捗を年度ごとに確認する“ 整備進捗（アウトプット）指標”

P.15

①成果指標（10項目）︓
今後重視すべき5つの都市づくりの視点から掲
げた都市づくりの目標の達成度を定量的に計測
するため、目標ごとに評価項目とその評価指標

②整備進捗指標（6項目）︓
“20年、30年後を⾒据えた都市づくり” におけ
る将来都市構造への誘導、“ これから10年の視
点に⽴った都市づくり”の基本目標の達成に寄
与する整備⽅策等の進捗状況を確認するもの

本編 P.46

都市計画マスタープランの中間評価
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中間評価まとめ

P.16

指標 策定時現状値 目標値 中間⾒直し時 評価

成果
指標

マチナカ居住誘導区域の⼈⼝密度 98.8 人/ha 99.9 人/ha 106.8 人/ha 達成
マチナカ拠点エリアカバー率 64 ％ 72 ％ 90.5 ％ 達成
活⽤可能な都市的低未利⽤地⾯積 91 ha 65 ha 82.4 ha 進捗あり
市⺠活動センター登録団体数 327 団体 430 団体 451 団体 達成
産業⽤地 254 ha 292 ha 255.4 Ha 進捗あり

市内総生産額 11,633
(9,986) 億円 14,750

(12,650) 億円 12,619 億円 進捗あり

市⺠活動センター登録団体数 327 団体 430 団体 451 団体 達成

空き家件数 160
(82) 件 80

(32) 件 82 件 進捗あり

市内の緑の⾯積割合 47 % 46 % - % （R5算定）
公共交通利⽤者数 1,446 万人 1,602 万人 1,206 万人 減少

指標 策定時現状値 中間⾒直し時 評価

進捗
指標

マチナカ居住誘導区域の⼈⼝ 127,589 人 128,003 人 進捗あり
マチナカ拠点区域におけるマチナカ
拠点に誘導すべき施設の⽴地数 47 施設 55 施設 進捗あり

都市計画道路の整備状況 81.4 ％ 84.1 % 進捗あり
下水道の整備状況 87.5 % 93.0 % 進捗あり
公園・緑地の整備状況 5.3 ㎡/人 5.5 ㎡/人 進捗あり
市街地の整備状況 47.7 % 47.9 % 進捗あり

都市計画マスタープランの中間評価



ともに、
かなえる

３ 防災指針について
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出典：国土交通省 カワナビ まち全体で、みんなで水災害に備える

「防災指針」とは

近年、短時間強雨（時間降水量50mm以上）が増加の傾向に
合わせて⼟砂災害や河川堤防の決壊等による浸水などが発生
生命や財産、社会経済に甚大な被害が生じている

今後も気候変動の影響により、
⾃然災害が頻発・激甚化することが懸念される

P.18

出典：国土交通省 総力戦で挑む防災・減災プロジェクト

防災指針について
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「防災指針」とは

こうした自然災害、特に水災害(※)に対応するため、
※⽔災害︓⽔害（洪⽔・⾬⽔出⽔（内⽔）・津波・⾼潮）、⼟砂災害

令和２年６⽉に都市再⽣特別措置法が改正
⽴地適正化計画に防災指針の位置づけが必要に

P.19

防災指針は、居住や都市機能の誘導を図る上で必要となる都市の防災に関する機能
の確保を図るための指針であり、当該指針に基づく具体的な取組と併せて⽴地適正化
計画に定めるものである。

災害リスクを踏まえた課題を抽出し、都市の防災に関する機能の確保のため、防災
指針を定めるとともに、この⽅針に基づく具体的な取組を位置付けることとしている。

※都市計画運用指針 第12版より抜粋

防災指針について



ともに、
かなえる

防災指針の検討内容
国⼟交通省都市局「⽴地適正化計画作成の⼿引き」の⼀部として作成

防災指針の検討

P.20

(1)居住誘導区域等における災害リスク分析と
防災・減災まちづくりに向けた課題の抽出
①災害ハザード情報等の収集、整理
②災害リスクの⾼い地域等の抽出
③地区ごとの防災上の課題の整理

(2)防災まちづくりの将来像、取組⽅針の検討
①地区ごとの課題を踏まえた取り組み⽅針の検討

(3)具体的な取組、スケジュール、目標値の検討
①防災指針に基づく具体的なハード・ソフトの取組の検討
②取組スケジュールと目標値の検討
③防災指針に関連する制度の活⽤

出典：国土交通省 立地適正化計画作成の手引きより一部編集

誘
導
施
設
・
誘
導
区
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連携した検討

防災指針について
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防災指針の策定の流れ

P.21出典：国土交通省 ⽔災害対策とまちづくりの連携

防災指針について
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今後のスケジュール

日程
都市計画

マスタープラン
中間⾒直し

通常分

【第2回】

令和4年
11月16日（水）
13:30〜
市役所第10会議室

⾒直し⽅針
防災指針策定⽅針 特定⽣産緑地

【第3回】

令和5年
2月13日（月）
10:00〜
市役所第10会議室

第9次安城市総合計画と合
わせた計画策定 ⽤途地域の変更 など
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■まちづくりアワード特別賞受賞︕ ■デザインコンぺの実施
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防災指針の概要（参考）

P.24
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⽔害ハザード
洪⽔浸⽔想定区域図（計画規模︓30〜150年に1度程度の規模）

浸⽔深と人的被害のリスク
〇浸⽔深5ｍ︓⼀般的な家屋の2階が⽔没
〇浸⽔深3ｍ︓2階床下の⾼さに相当

⇒ 2階への垂直避難に影響

P.25出典︓国⼟交通省 ⽔災害対策とまちづくりの連携

防災指針の概要
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⽔害ハザード
洪⽔浸⽔想定区域図（想定最⼤規模︓1000年に1度程度の規模）

浸⽔深と人的被害のリスク
〇浸⽔深5ｍ︓⼀般的な家屋の2階が⽔没
〇浸⽔深3ｍ︓2階床下の⾼さに相当

⇒ 2階への垂直避難に影響

P.26出典︓国⼟交通省 ⽔災害対策とまちづくりの連携

防災指針の概要
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第三次安城市都市計画マスタープランの目的・役割
都市計画マスタープランの中間評価

計画書P3
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⽴地適正化計画とは
都市計画マスタープランの中間評価

計画書P3
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⽴地適正化計画の進捗確認
都市計画マスタープランの中間評価
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都市計画マスタープランの構成
計画書P4


